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ド
イ
ツ
義
勇
軍
経
験
と
ナ
チ
ズ
ム
運
動

　
　
　
　

―
ヴ
ァ
イ
マ
ル
中
期
に
お
け
る
「
独
立
ナ
チ
党
」
の
結
成
と
解
体
を
め
ぐ
っ
て

―　
　
　

 

今
井
宏
昌
　　

　
　
　
　

１　

は
じ
め
に

　
「
ベ
ル
リ
ン
に
は
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
い
う
名
の
ゴ
ロ
ツ
キ
が
生
息
し
て
い

る
」
―
―
一
九
二
六
年
一
〇
月
一
六
日
、
ナ
チ
党
（
Ｎ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｐ
）
大
ベ
ル
リ
ン
大

管
区
指
導
者
に
就
任
す
る
直
前
の
Ｊ
・
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
は
、
日
記
に
こ
う
書
き
残
し
て

い
る（

（
（

。
こ
こ
で
彼
が
「
ゴ
ロ
ツ
キ
」
と
名
指
し
で
批
判
し
て
い
る
の
は
、
第
一
次
世

界
大
戦
へ
の
従
軍
後
、
志
願
兵
部
隊
「
義
勇
軍Freikorps

」
に
参
加
し
、
そ
の
後

ナ
チ
ズ
ム
運
動
へ
と
合
流
し
た
Ｈ
・
Ｏ
・
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
い
う
人
物
で
あ

る
。
ナ
チ
党
が
再
建
の
只
中
に
あ
っ
た
こ
の
時
期
、
ベ
ル
リ
ン
で
は
大
管
区
指
導
部

と
闘
争
組
織
た
る
突
撃
隊
（
Ｓ
Ａ
）
と
の
対
立
が
深
ま
り
、
時
に
は
暴
力
沙
汰
に
ま

で
発
展
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
Ｓ
Ａ
側
の
中
心
人
物
と
し

て
党
内
反
対
派
を
形
成
し
、
さ
ら
に
は
党
か
ら
除
名
さ
れ
た
後
も
「
ド
イ
ツ
独
立
国

民
社
会
党U

nabhängige N
ationalsozialistische Partei D

eutschlands: 

以
下
、
Ｕ

Ｎ
Ｓ
」
を
名
乗
る
分
派
組
織
を
結
成
し
た
。
本
稿
は
こ
の
「
独
立
ナ
チ
党
」
た
る
Ｕ

Ｎ
Ｓ
の
結
成
と
解
体
を
、
義
勇
軍
研
究
の
立
場
か
ら
再
検
討
し
、
そ
れ
が
ナ
チ
ズ
ム

運
動
に
と
っ
て
い
か
な
る
意
味
を
有
し
て
い
た
の
か
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
義
勇
軍
と
は
、
敗
戦
と
革
命
に
直
面
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
直
後
の
ド

イ
ツ
に
お
い
て
、
国
内
の
治
安
維
持
や
東
部
で
の
国
境
守
備
、
そ
し
て
バ
ル
ト
地
域

へ
の
干
渉
戦
争
を
展
開
し
た
志
願
兵
部
隊
の
総
称
で
あ
る
。
そ
の
一
部
は
一
九
二
〇

年
三
月
の
反
政
府
ク
ー
デ
タ
・
カ
ッ
プ
一
揆
で
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
政
府
に
叛
旗
を

翻
す
と
と
も
に
、
以
後
も
地
下
に
潜
り
な
が
ら
、
一
九
二
三
年
九
月
の
ル
ー
ル
闘
争

終
結
に
至
る
ま
で
様
々
な
政
治
的
暴
力
を
行
使
す
る
こ
と
と
な
る（

（
（

。

　

従
来
の
研
究
で
は
、
こ
う
し
た
暴
力
性
や
ナ
チ
党
と
の
人
的
連
続
性
を
理
由
に
、

義
勇
軍
を
「
ナ
チ
ズ
ム
の
前
衛
」（
Ｒ
・
Ｇ
・
Ｌ
・
ウ
ェ
イ
ト
）
と
し
て
位
置
づ
け

る
見
方
が
支
配
的
だ
っ
た（

（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
拙
著
『
暴
力
の
経
験
史
』
が
示
し
た

よ
う
に
、
義
勇
軍
経
験
と
そ
の
基
調
を
な
す
「
暴
力
を
辞
さ
な
い
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ

ズ
ムgew

altbereiter A
ktivism

us

」
は
、
ナ
チ
ズ
ム
運
動
だ
け
で
な
く
、
反
ヒ
ト

ラ
ー
・
反
ナ
チ
抵
抗
運
動
へ
と
つ
な
が
る
方
向
性
も
有
し
て
い
た
し（

（
（

、
ま
た
芝
健
介

氏
や
岩
崎
好
成
氏
の
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ナ
チ
ズ
ム
運
動
へ
合
流
し
た
場
合

も
、
Ｗ
・
シ
ュ
テ
ン
ネ
ス
に
代
表
さ
れ
る
義
勇
軍
出
身
の
Ｓ
Ａ
指
導
者
が
叛
乱
に
及

び
、
運
動
を
内
部
か
ら
動
揺
さ
せ
る
と
い
う
事
態
も
生
じ
て
い
た（

（
（

。
そ
の
意
味
で
義

勇
軍
出
身
者
と
彼
ら
の
経
験
は
、
ナ
チ
ズ
ム
運
動
に
と
っ
て
諸
刃
の
剣
だ
っ
た
と
い
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え
よ
う
。

　

義
勇
軍
出
身
の
ナ
チ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
膨
大
な
研
究
蓄
積
が
存
在
す
る
。
た

だ
、
先
ご
ろ
Ｓ
Ａ
指
導
者
Ｆ
・
Ｐ
・
ｖ
・
ザ
ロ
モ
ン
に
関
す
る
伝
記
研
究
を
上
梓
し

た
Ｍ
・
Ａ
・
フ
ラ
シ
ュ
カ
が
指
摘
す
る
の
は
、
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
よ
う
な
歴

戦
の
義
勇
軍
指
導
者
が
、
そ
の
重
要
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
な
お
「
簡
明
な
学
問

的
検
討
」
の
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る（

（
（

。
実
際
、
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に

関
す
る
従
来
の
叙
述
は
、
彼
の
義
勇
軍
時
代
の
盟
友
に
し
て
、
死
後
「
第
三
帝
国
の

最
初
の
兵
士
」
と
し
て
顕
彰
さ
れ
た
Ａ
・
Ｌ
・
シ
ュ
ラ
ー
ゲ
タ
ー
や
、
彼
ら
と
一
時

行
動
を
と
も
に
し
た
Ｇ
・
ロ
ス
バ
ッ
ハ
な
ど
、
他
の
義
勇
軍
指
導
者
に
関
す
る
研
究

で
付
随
的
に
な
さ
れ
る
程
度
で
あ
っ
た（

（
（

。

　

フ
ラ
シ
ュ
カ
自
身
は
、
ナ
チ
ズ
ム
運
動
に
合
流
し
た
（
元
）
義
勇
軍
指
導
者
に
つ

い
て
、
①
ナ
チ
党
へ
の
失
望
者
、
②
革
命
家
、
③
軍
人
、
④
出
世
主
義
者
と
い
っ
た

四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
腑
分
け
し
、
さ
ら
に
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
ナ
チ
党
へ
の
幻

滅
ゆ
え
に
組
織
や
運
動
か
ら
離
れ
た
①
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
て
い
る（

（
（

。
確
か
に

一
九
二
六
／
二
七
年
に
お
け
る
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
活
動
と
Ｕ
Ｎ
Ｓ
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
Ｍ
・
ヴ
ァ
イ
ス
ベ
ッ
カ
ー
が
、
そ
の
一
揆
主
義
的
性
格
と
ヒ
ト
ラ
ー

に
対
す
る
敵
愾
心
を
指
摘
し（

（
（

、
ま
た
Ｏ
＝
Ｅ
・
シ
ュ
ッ
デ
コ
プ
フ
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ス

ト
や
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
と
の
共
闘
を
目
指
す
民
族
思
想
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ボ
ル

シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
」
の
一
例
と
し
て
紹
介
し
て
い
る（

（1
（

。
し
か
し
今
回
、
両
者
が
利
用
し

て
い
る
Ｕ
Ｎ
Ｓ
機
関
誌
『
ド
イ
チ
ェ
・
フ
ラ
イ
ハ
イ
トD

eutsche Freiheit

』
の
論

調
や
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
現
代
史
研
究
所
に
よ
る
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
へ
の
イ
ン
タ

ヴ
ュ
ー
記
録
（
一
九
五
六
年
）
を
再
度
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
先
行
研
究
と
は
ま
た
異

な
る
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た（

（1
（

。

　

こ
の
点
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
の
は
、
ベ
ル
リ
ン
Ｓ
Ａ
に
関
す
る
研
究
を
お

こ
な
っ
た
Ｍ
・
シ
ュ
ス
タ
ー
の
整
理
で
あ
る（

（1
（

。
彼
は
ヴ
ァ
イ
ス
ベ
ッ
カ
ー
の
研
究
に

依
拠
し
つ
つ
も
、「
ヒ
ト
ラ
ー
対
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」
と
い
う
単
純
な
対
立
構

図
を
否
定
し
、
ヒ
ト
ラ
ー
派
、
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
派
、
そ
し
て
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
含
む
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ト
派
の
三
つ
巴
と
し
て
、
当
時
の
ベ
ル
リ
ン
・
ナ
チ
党
の

状
況
を
捉
え
よ
う
と
す
る
。
本
稿
で
も
こ
の
枠
組
み
を
援
用
し
、
義
勇
軍
出
身
者
ハ

ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
る
Ｕ
Ｎ
Ｓ
の
結
成
と
解
体
ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て
、
分
析

を
加
え
て
い
き
た
い
。
な
お
、
内
容
に
関
し
て
は
拙
著
と
重
複
す
る
部
分
が
あ
る
こ

と
を
予
め
お
断
り
し
て
お
く
。

　
　
　
　

２　

レ
ー
ヴ
ェ
ン
フ
ェ
ル
ト
旅
団
か
ら
ハ
イ
ン
ツ
機
関
へ

　　

ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
一
八
九
九
年
九
月
二
二
日
、
ド
レ
ス
デ
ン
で
生
を
受
け

た
。
彼
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
家
族
が
エ
ー
ガ
ー
ラ
ン
ト
（
現
在
の
チ
ェ
コ
領
ヘ

プ
）
出
身
で
あ
る
こ
と
は
判
明
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
点
に
つ
い
て
は
明

ら
か
で
な
い
。
第
一
次
世
界
大
戦
に
志
願
兵
と
し
て
従
軍
し
、
一
九
一
八
年
一
一
月

の
敗
戦
を
下
士
官
と
し
て
迎
え
た
彼
は
、
そ
の
後
義
勇
軍
「
レ
ー
ヴ
ェ
ン
フ
ェ
ル
ト

第
三
海
軍
旅
団
」
に
参
加
、
一
九
一
九
年
を
通
じ
て
東
部
国
境
地
域
で
ポ
ー
ラ
ン
ド

と
の
闘
争
を
展
開
し
た
。
そ
し
て
一
九
二
〇
年
一
月
、
バ
ル
ト
地
域
で
の
干
渉
戦
争

を
繰
り
広
げ
た
義
勇
軍
の
一
団
が
レ
ー
ヴ
ェ
ン
フ
ェ
ル
ト
旅
団
に
合
流
す
る
中
で
、

の
ち
に
盟
友
と
な
る
シ
ュ
ラ
ー
ゲ
タ
ー
と
の
邂
逅
を
果
た
す
こ
と
に
な
る（

（1
（

。

　

一
九
二
〇
年
三
月
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
に
も
と
づ
き
軍
縮
を
進
め
る
共
和
国
政

府
に
対
し
、
義
勇
軍
な
ら
び
に
正
規
軍
た
る
「
国
軍R

eichsw
ehr

」
の
一
部
は
、
極

右
政
治
家
Ｗ
・
カ
ッ
プ
を
首
謀
者
と
す
る
反
政
府
ク
ー
デ
タ
・
カ
ッ
プ
一
揆
に
参
加

し
た
。
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
所
属
す
る
レ
ー
ヴ
ェ
ン
フ
ェ
ル
ト
旅
団
は
、
こ
の

と
き
ブ
レ
ス
ラ
ウ
（
現
在
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
）
で
地
域
的
な
軍
事
独
裁

を
樹
立
す
る
と
と
も
に
、
捕
虜
と
な
っ
た
ド
イ
ツ
独
立
社
会
民
主
党
系
の
市
議
会
議
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員
を
虐
待
・
殺
害
し
た
。
一
揆
は
わ
ず
か
数
日
で
挫
折
す
る
も
の
の
、
こ
れ
に
よ
り

レ
ー
ヴ
ェ
ン
フ
ェ
ル
ト
旅
団
が
解
体
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
今
度
は
共
和
国
政
府
の

要
請
の
も
と
、
ル
ー
ル
地
方
で
勃
発
し
た
労
働
者
蜂
起
の
鎮
圧
に
臨
ん
だ
。
ヴ
ェ
ス

ト
フ
ァ
ー
レ
ン
で
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
系
の
炭
鉱
労
働
者
を
相
手
に
戦
闘
を
繰
り
広
げ
た

旅
団
メ
ン
バ
ー
ら
は
、
蜂
起
を
鎮
圧
し
て
以
降
も
現
地
に
留
ま
り
、
ボ
ッ
ト
ロ
プ
で

蜂
起
と
は
無
関
係
の
一
般
市
民
を
即
時
射
殺
す
る
な
ど
の
行
為
に
及
ん
だ（

（1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
レ
ー
ヴ
ェ
ン
フ
ェ
ル
ト
旅
団
メ
ン
バ
ー
の
暴
力
は
、
闘
争
を
経
る
に

つ
れ
て
次
第
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
き
、
つ
い
に
は
一
般
市
民
の
虐
殺
に
ま
で
発

展
し
た
。
し
か
し
そ
の
存
在
は
、
一
九
二
〇
年
五
月
末
に
旅
団
が
解
体
さ
れ
て
以

降
も
、
国
家
や
領
地
の
安
定
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
た
。
メ
ン
バ
ー
の
大
半
は
国
軍

や
「
治
安
警
察Sicherheitspolizei

」、
な
い
し
は
東
部
ド
イ
ツ
の
大
土
地
所
有
者
の

支
援
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
「
協
働
団A

rbeitsgem
einschaft

」
に
流
入
し
、
そ
こ
に

お
い
て
旅
団
時
代
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
武
装
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
場
合
も
、
中
央
官
庁
か
ら
の
極
秘
支
援
の
も
と

に
特
殊
警
察
「
ハ
イ
ン
ツ
機
関O

rganisation H
einz: 

以
下
、
Ｏ
Ｈ
」
を
結
成
し
、

一
九
二
一
年
初
夏
に
は
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
に
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
志
願
兵
部

隊
と
の
国
境
闘
争
を
展
開
し
た
の
で
あ
っ
た（

（1
（

。

　

オ
ー
バ
ー
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
闘
争
は
、
義
勇
軍
運
動
に
と
っ
て
ひ
と
つ
の
画
期
と

な
っ
た
。
そ
こ
で
は
民
族
至
上
派V

ölkische

の
策
動
を
通
じ
て
反
セ
ム
主
義
が
浸

透
し
、
一
九
一
九
年
半
ば
以
降
強
ま
っ
て
い
た
メ
ン
バ
ー
ら
の
「
匕
首
伝
説
」
的
な

現
状
解
釈
と
共
和
国
へ
の
憎
悪
を
さ
ら
に
強
固
な
も
の
と
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
を
機

に
、
義
勇
軍
運
動
は
一
揆
主
義
的
な
反
共
和
国
運
動
と
し
て
の
性
格
を
よ
り
い
っ
そ

う
強
め
て
い
く
こ
と
と
な
る（

（1
（

。
こ
う
し
た
中
、
Ｏ
Ｈ
の
暴
力
は
組
織
の
外
部
だ
け

で
な
く
、
そ
の
内
部
に
も
向
か
っ
て
い
っ
た
。
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
自
身
の
証

言
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
で
の
活
動
を
「
闇
の
中
の
戦

争
」
と
呼
ん
で
お
り
、
そ
こ
で
は
敵
で
あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
殺
害
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
組
織
内
の
「
裏
切
り
者
」
に
対
し
て
、
中
世
ド
イ
ツ
の
私
刑
に
範
を
と
っ
た

「
フ
ェ
ー
メ
殺
人
」
を
執
行
し
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

一
九
二
一
年
七
月
、
連
合
国
の
介
入
に
よ
っ
て
、
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
闘

争
は
義
勇
軍
や
そ
の
後
継
組
織
の
解
体
と
い
う
形
で
幕
を
閉
じ
た
。
そ
の
後
ベ
ル
リ

ン
へ
と
拠
点
を
移
し
た
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
盟
友
シ
ュ
ラ
ー
ゲ
タ
ー
と
と
も

に
物
流
会
社
を
立
ち
上
げ
、
表
向
き
は
商
人
と
し
て
生
計
を
立
て
る
こ
と
に
な
る（

（1
（

。

だ
が
、
一
九
二
二
年
六
月
二
四
日
に
共
和
国
外
相
Ｗ
・
ラ
ー
テ
ナ
ウ
が
義
勇
軍
出
身

の
右
翼
青
年
ら
の
手
で
暗
殺
さ
れ
る
と
、
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
事
件
へ
の
関
与

を
疑
わ
れ
、
逮
捕
後
し
ば
ら
く
の
間
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
プ
ラ
ッ
ツ
の
留
置
所
に
勾
留

さ
れ
た（

（1
（

。
そ
の
後
証
拠
不
十
分
に
て
釈
放
と
な
っ
た
彼
は
、
こ
の
逮
捕
を
教
訓
と
し

な
が
ら
、
官
憲
側
の
追
及
を
か
わ
し
つ
つ
、
Ｏ
Ｈ
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
す

る
た
め
の
方
策
へ
と
乗
り
出
し
て
い
く
。

　
　
　
　

３　
「
ナ
チ
党
ベ
ル
リ
ン
支
部
」
の
結
成
と
内
紛

　　

義
勇
軍
作
家
Ｆ
・
グ
ロ
ム
ボ
ウ
ス
キ
の
著
書
『
ハ
イ
ン
ツ
機
関
』（
一
九
三
四
年
）

に
は
、
釈
放
直
後
の
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
Ｏ
Ｈ
の
元
部
隊
指
導
者
ら
に
送
っ
た

手
紙
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
闘
争
で
戦
線

を
同
じ
く
し
た
義
勇
軍
指
導
者
ロ
ス
バ
ッ
ハ
と
と
も
に
「
北
部
ド
イ
ツ
に
お
け
る
国

民
社
会
主
義
運
動
を
牽
引
す
る
決
意
を
固
め
た
」
こ
と
が
宣
言
さ
れ
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

で
開
催
さ
れ
る
第
一
回
会
議
へ
の
参
加
が
呼
び
か
け
ら
れ
た（

（2
（

。
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
自
身
が
証
言
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
官
憲
に
よ
る
組
織
の
禁
止
や
身
柄

の
拘
束
を
回
避
す
る
た
め
に
、
政
党
組
織
で
あ
る
ナ
チ
党
へ
の
合
流
を
決
意
し
た
の

で
あ
る（

（2
（

。
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こ
の
結
果
、
ベ
ル
リ
ン
で
は
一
九
二
二
年
一
一
月
一
九
日
に
「
大
ド
イ
ツ
労
働
者

党G
roßdeutsche A

rbeiterpartei: 

以
下
、
Ｇ
Ｄ
Ａ
Ｐ
」
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
れ
は

事
実
上
の
「
ナ
チ
党
ベ
ル
リ
ン
支
部
」
で
あ
り
、
結
成
に
際
し
作
成
さ
れ
た
綱
領
の

文
面
も
、
ナ
チ
党
二
五
ヵ
条
綱
領
の
そ
れ
と
同
一
の
も
の
だ
っ
た（

（2
（

。
こ
れ
に
関
し
て

ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
自
分
や
シ
ュ
ラ
ー
ゲ
タ
ー
が
「
偽
装
の
た
め
に
党
に
身

を
置
い
た
の
で
あ
っ
て
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
綱
領
に
は
関
与
し
な
か
っ
た
」
と
回
想

し
て
い
る
。
た
だ
し
芝
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
ナ
チ
ズ
ム
運
動
は
必
ず
し
も
第

一
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
・
綱
領
的
運
動
な
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
カ
リ
ス
マ
的
な
運

動（
（2
（

」
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
問
題
と
な
る
の
は
、
や
は
り
ヒ
ト
ラ
ー
と
の
関

係
で
あ
ろ
う
。

　

ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
一
九
二
三
年
一
月
に
始
ま
る
フ
ラ
ン
ス

＝
ベ
ル
ギ
ー
連
合
軍
の
ル
ー
ル
占
領
を
め
ぐ
っ
て
、
正
反
対
の
対
応
を
と
っ
た
。
共

和
国
政
府
が
「
消
極
的
抵
抗
」
と
し
て
現
地
の
労
働
者
や
公
務
員
に
不
服
従
を
呼
び

か
け
る
中
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
占
領
を
共
和
国
崩
壊
の
好
機
と
捉
え
、
抵
抗
へ
の
不
参
加

を
ナ
チ
党
員
に
呼
び
か
け
た（

（2
（

。
し
か
し
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
こ
の
動
き
に
同
調

せ
ず
、
シ
ュ
ラ
ー
ゲ
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
同
志
と
ル
ー
ル
地
方
に
赴
き
、
占
領
者

に
対
す
る
暗
殺
や
破
壊
工
作
活
動
、
つ
ま
り
は
「
積
極
的
抵
抗
」
を
展
開
し
た
の
で

あ
る（

（2
（

。
当
時
の
状
況
と
し
て
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
本
拠
地
バ
イ
エ
ル
ン
に
お
い
て
す
ら
、

義
勇
軍
出
身
の
右
翼
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ト
の
統
制
に
手
を
焼
い
て
い
た（

（2
（

。
ま
し
て
ベ

ル
リ
ン
を
拠
点
と
す
る
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
、
そ
の
統
制
が
及
ば
な
か
っ
た
の

も
無
理
は
な
い
。
少
な
く
と
も
一
九
二
三
年
初
頭
の
段
階
に
お
い
て
、
彼
は
ヒ
ト

ラ
ー
に
追
従
す
る
よ
う
な
存
在
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
ル
ー
ル
闘
争
の
さ
な
か
、
Ｇ
Ｄ
Ａ
Ｐ
を
と
も
に
立

ち
上
げ
た
ロ
ス
バ
ッ
ハ
と
も
険
悪
な
仲
に
陥
っ
て
い
た（

（2
（

。
そ
し
て
両
者
の
決
裂
は
、

フ
ラ
ン
ス
警
察
に
よ
る
一
九
二
三
年
四
月
七
日
の
シ
ュ
ラ
ー
ゲ
タ
ー
逮
捕
を
経
て
決

定
的
な
も
の
と
な
る
。
シ
ュ
ラ
ー
ゲ
タ
ー
が
フ
ラ
ン
ス
軍
に
よ
り
処
刑
さ
れ
る
直

前
、
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
Ｏ
Ｈ
の
分
裂
を
目
論
ん
だ
末
シ
ュ
ラ
ー
ゲ
タ
ー
を

フ
ラ
ン
ス
側
に
売
り
渡
し
た
黒
幕
と
し
て
、
ロ
ス
バ
ッ
ハ
を
名
指
し
で
批
判
し
た
の

で
あ
る（

（2
（

。
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
闘
争
で
先
鋭
化
し
た
義
勇
軍
の
内
紛
は
、
ナ

チ
党
へ
の
合
流
を
経
て
な
お
継
続
し
、
ル
ー
ル
闘
争
に
お
い
て
も
表
出
し
た
の
だ
っ

た
。

　

シ
ュ
ラ
ー
ゲ
タ
ー
処
刑
後
、
ナ
チ
党
は
ル
ー
ル
闘
争
へ
の
不
参
加
方
針
を
示
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
が
党
員
で
あ
っ
た
点
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
死
を
共

和
国
に
対
す
る
報
復
主
義
的
な
方
向
へ
と
水
路
づ
け
た（

（2
（

。
そ
し
て
一
九
二
三
年
九

月
、
共
和
国
政
府
の
「
消
極
的
抵
抗
」
中
断
宣
言
に
よ
り
ル
ー
ル
闘
争
が
終
結
を
迎

え
る
と
、
こ
う
し
た
反
共
和
国
の
動
き
は
よ
り
い
っ
そ
う
勢
い
を
増
し
、
一
一
月
九

日
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
一
揆
で
一
度
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
こ
に

は
、
ロ
ス
バ
ッ
ハ
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
義
勇
軍
出
身
者
が
参
加
し
た
の
だ
っ

た（
（3
（

。

　

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
一
揆
が
挫
折
す
る
と
、
ナ
チ
党
お
よ
び
そ
の
闘
争
組
織
た
る
Ｓ
Ａ
は

解
体
さ
れ
、
義
勇
軍
出
身
者
の
多
く
は
Ｅ
・
レ
ー
ム
の
も
と
新
た
に
結
成
さ
れ
た

「
前
線
団Frontbann

」
へ
と
合
流
し
た
。
官
憲
の
手
か
ら
解
放
さ
れ
た
ハ
ウ
エ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
も
ま
た
、
ベ
ル
リ
ン
で
一
九
二
四
年
八
月
に
結
成
さ
れ
た
「
北
部
前
線

団Frontbann-N
ord

」
に
参
加
し
、
そ
こ
で
亡
き
戦
友
の
名
を
冠
し
た
「
シ
ュ
ラ
ー

ゲ
タ
ー
中
隊Schlageter-K

om
panie

」
を
率
い
る
こ
と
に
な
る（

（3
（

。
ヒ
ト
ラ
ー
の
呼
び

か
け
に
応
じ
ず
、
ル
ー
ル
闘
争
に
参
加
し
た
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
、
な
ぜ
ナ
チ

党
と
の
接
点
を
も
ち
続
け
た
の
か
。
彼
自
身
の
回
想
的
証
言
に
も
と
づ
く
な
ら
、
そ

れ
は
お
そ
ら
く
、
義
勇
軍
と
ナ
チ
党
が
と
も
に
「
反
市
民
的
態
度
」
を
有
し
て
い
る

と
の
認
識
か
ら
だ
っ
た（

（3
（

。
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４　

ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
大
管
区
指
導
部
と
突
撃
隊
の
緊
張
関
係

　　

周
知
の
よ
う
に
、
ナ
チ
党
は
一
九
二
四
年
末
の
ヒ
ト
ラ
ー
仮
釈
放
を
経
て
再
建
期

へ
と
移
行
す
る
。
ベ
ル
リ
ン
で
も
一
九
二
五
年
一
月
七
日
に
ナ
チ
党
禁
止
令
が
解
除

さ
れ
、
二
月
一
七
日
に
は
Ｇ
Ｄ
Ａ
Ｐ
結
成
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
Ｅ
・
テ
ィ
ム
の
も
と
、

ベ
ル
リ
ン
・
ナ
チ
党
の
「
再
建
」
が
な
さ
れ
た
。
党
員
数
は
大
き
く
見
積
も
っ
て
も

三
五
〇
名
程
度
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
「
再
建
」
が

ヒ
ト
ラ
ー
に
よ
る
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
の
党
再
建
宣
言
（
一
九
二
六
年
三
月
一
四
日
）
に

先
駆
け
た
、
下
か
ら
の
自
生
的
動
き
だ
っ
た
点
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
ヒ
ト
ラ
ー

は
テ
ィ
ム
の
「
再
建
」
し
た
ベ
ル
リ
ン
・
ナ
チ
党
を
基
盤
と
し
な
が
ら
、
大
ベ
ル
リ

ン
大
管
区
の
正
式
な
設
立
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た（

（3
（

。

　

Ｍ
・
ブ
ロ
シ
ャ
ー
ト
に
よ
る
と
、「
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
ナ
チ
党
結
成
は
、

一
九
二
四
／
二
五
年
に
成
立
し
た
北
部
ド
イ
ツ
に
お
け
る
他
の
ナ
チ
支
部
グ
ル
ー
プ

と
同
様
、
組
織
的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
み
て
、
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
兄
弟
と
そ
の
確

固
た
る
社
会
主
義
的
・
反
市
民
的
、
か
つ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
・
革
命
的
な
構
想
の
影

響
下
に
あ
っ
た（

（3
（

」。
事
実
、
大
ベ
ル
リ
ン
大
管
区
指
導
者
に
就
任
し
た
Ｅ
・
シ
ュ
ラ

ン
ゲ
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
兄
弟
と
厚
い
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
て
お
り
、
彼
ら
が
立

ち
上
げ
た
闘
争
出
版
社
や
「
Ｎ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｐ
北
部
・
西
部
ド
イ
ツ
大
管
区
活
動
共
同
体

A
rbeitsgem

einschaft der nord- und w
estdeutschen G

aue der N
SD

A
P

」
に
対
す

る
積
極
的
な
支
援
や
協
力
を
お
こ
な
っ
て
い
た（

（3
（

。

　

と
は
い
え
、
大
ベ
ル
リ
ン
大
管
区
が
指
導
者
シ
ュ
ラ
ン
ゲ
の
も
と
で
一
丸
と
な
っ

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
は
大
管
区
指
導
部
と
Ｓ
Ａ
と
の
対
立
が
始
ま
っ
て

い
た
。
Ｓ
Ａ
の
再
建
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
一
九
二
五
年
春
の
段
階
で
党
全
体
と
し

て
話
が
進
ん
で
い
た
。
だ
が
、
シ
ュ
ラ
ン
ゲ
は
組
織
防
衛
の
観
点
か
ら
、
闘
争
組
織

を
公
然
と
擁
す
る
こ
と
は
得
策
で
な
い
と
し
、
ベ
ル
リ
ン
で
の
Ｓ
Ａ
結
成
に
難
色
を

示
し
た
。
す
る
と
ベ
ル
リ
ン
各
区
の
北
部
前
線
団
指
導
者
ら
は
、
一
九
二
五
年
末
に

抗
議
の
意
味
を
込
め
て
Ｓ
Ａ
を
組
織
し
、
大
管
区
指
導
部
と
の
対
決
姿
勢
を
明
確
に

し
た
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ラ
ン
ゲ
は
事
態
を
収
拾
す
べ
く
、
表
向
き
は
「
ス
ポ
ー
ツ
隊

Sportabteilung

」
と
い
う
形
で
一
九
二
六
年
三
月
一
二
日
に
各
区
の
Ｓ
Ａ
の
存
在
を

追
認
し
、
二
二
日
に
は
そ
の
中
央
組
織
「
Ｎ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｐ
大
ベ
ル
リ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ

連
盟Sportverband G

roß-B
erlin der N

SD
A

P

」
を
設
立
し
た（

（3
（

。
だ
が
時
す
で
に
遅

く
、
大
管
区
指
導
部
と
Ｓ
Ａ
と
の
間
に
は
埋
め
が
た
い
溝
が
広
が
っ
て
い
た
。

　

ベ
ル
リ
ン
Ｓ
Ａ
指
導
者
を
務
め
た
の
は
ロ
ス
バ
ッ
ハ
義
勇
軍
出
身
の
Ｋ
・
ダ

リ
ュ
ー
ゲ
で
あ
り
、
彼
は
一
九
二
二
年
一
一
月
一
九
日
の
Ｇ
Ｄ
Ａ
Ｐ
結
成
以
前
、
ロ

ス
バ
ッ
ハ
と
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
ベ
ル
リ
ン
で
試
験
的
に
結
成
し
た
ナ
チ
党
の

偽
装
組
織
「
労
働
者
解
放
同
盟A

rbeiterbefreiungsbund

」
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ

た
。
生
粋
の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ト
で
あ
る
ダ
リ
ュ
ー
ゲ
は
、
目
立
っ
た
行
動
を
極
力

慎
も
う
と
す
る
シ
ュ
ラ
ン
ゲ
の
方
針
を
拒
否
し
、
ま
た
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
兄
弟
と
も

反
り
が
あ
わ
な
か
っ
た（

（3
（

。
ダ
リ
ュ
ー
ゲ
に
と
っ
て
は
義
勇
軍
時
代
の
つ
な
が
り
の
方

が
重
要
だ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
一
九
二
六
年
、
ナ
チ
党
へ

の
再
入
党
を
果
た
し
た
の
も
、
ダ
リ
ュ
ー
ゲ
と
話
し
合
っ
た
結
果
だ
と
い
う（

（3
（

。

　

ダ
リ
ュ
ー
ゲ
率
い
る
ベ
ル
リ
ン
Ｓ
Ａ
は
、「
元
義
勇
軍
戦
士
や
失
業
者
、
そ
の
他

社
会
的
に
根
無
し
草
と
な
っ
た
集
団
や
個
人
」
か
ら
な
り（

（3
（

、
さ
ら
に
同
地
の
党
組
織

よ
り
も
勢
い
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
一
九
二
六
年
五
月
、
ベ
ル
リ
ン
で
は
義
勇
軍
出
身

者
か
ら
な
る
右
翼
急
進
派
の
防
衛
団
体
（
ま
た
は
そ
の
偽
装
団
体
）、「
ヴ
ィ
ー
キ
ン

グ
同
盟W

ikingbund

」
と
「
ス
ポ
ー
ツ
協
会
オ
リ
ン
ピ
アSportverein O

lym
pia

」

が
禁
止
さ
れ
、
両
団
体
の
メ
ン
バ
ー
が
Ｓ
Ａ
に
流
入
す
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
。

こ
の
結
果
、
結
成
当
初
は
三
〇
〇
名
か
ら
四
五
〇
名
程
度
だ
っ
た
ベ
ル
リ
ン
Ｓ
Ａ

も
、
同
年
六
月
に
八
〇
〇
名
規
模
に
ま
で
膨
ら
む
こ
と
に
な
る
。
対
す
る
党
組
織

は
、
同
年
末
の
段
階
で
も
五
〇
〇
名
に
満
た
な
い
規
模
だ
っ
た（

（4
（

。
そ
し
て
こ
の
よ
う
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な
Ｓ
Ａ
の
拡
大
を
前
に
、
大
ベ
ル
リ
ン
大
管
区
指
導
者
シ
ュ
ラ
ン
ゲ
は
、
も
は
や
為

す
術
の
な
い
「
絶
望
的
」
な
状
況
へ
と
追
い
こ
ま
れ
た（

（4
（

。
か
く
し
て
大
管
区
の
運
営

は
一
九
二
六
年
六
月
以
降
、
指
導
者
シ
ュ
ラ
ン
ゲ
か
ら
指
導
者
代
理
で
あ
る
Ｅ
・

シ
ュ
ミ
ー
デ
ィ
ッ
ケ
へ
と
委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る（

（4
（

。

　

一
方
、
ベ
ル
リ
ン
Ｓ
Ａ
指
導
者
ダ
リ
ュ
ー
ゲ
は
、
一
九
二
六
年
七
月
初
頭
に
ヴ
ァ

イ
マ
ル
で
開
催
さ
れ
た
ナ
チ
党
全
国
大
会
に
参
加
し
、
四
個
中
隊
約
六
〇
〇
名
の
Ｓ

Ａ
隊
員
を
率
い
て
大
規
模
な
行
進
を
お
こ
な
っ
た
。
彼
は
Ｓ
Ａ
を
大
ベ
ル
リ
ン
大

管
区
の
代
表
で
あ
る
か
の
よ
う
に
演
出
す
る
こ
と
で
、
党
全
体
に
そ
の
存
在
感
を
示

そ
う
と
し
た
の
で
あ
る（

（4
（

。
ま
た
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
も
、
こ
れ
と
同
時
期
に
ナ

チ
党
の
失
業
者
向
け
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
組
織
「
失
業
者
中
央
連
盟Zentralverband der 

Erw
erbslosen

」
を
結
成
し
、
そ
の
指
導
者
に
就
任
し
て
い
る
。
彼
は
そ
の
集
会
演

説
に
お
い
て
、
大
管
区
指
導
部
を
公
然
と
攻
撃
す
る
と
と
も
に
、
自
身
の
「
市
民
的

立
場
」
を
重
視
し
、
党
の
「
革
命
的
立
場
」
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
指
導
者
た
ち
を

も
批
判
し
た
の
で
あ
っ
た（

（4
（

。

　

こ
の
よ
う
な
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ト
派
に
よ
る
党
内
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
獲
得
へ
の
動

き
は
、
一
九
二
六
年
年
八
月
二
五
日
に
開
催
さ
れ
た
ベ
ル
リ
ン
・
ナ
チ
党
の
首
脳

会
議
で
よ
り
い
っ
そ
う
顕
著
と
な
る
。
党
組
織
や
Ｓ
Ａ
の
指
導
的
メ
ン
バ
ー
総
勢

一
二
〇
名
が
一
堂
に
会
し
た
こ
の
会
議
で
は
、
次
期
大
管
区
指
導
者
の
選
出
に
つ
い

て
話
し
合
い
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
ダ
リ
ュ
ー
ゲ
は
こ
こ
で
、
シ
ュ
ラ
ン
ゲ
と
シ
ュ

ミ
ー
デ
ィ
ッ
ケ
が
ベ
ル
リ
ン
の
党
組
織
壊
滅
を
目
論
む
他
勢
力
に
通
じ
て
い
る
と
非

難
し
、
特
に
シ
ュ
ミ
ー
デ
ィ
ッ
ケ
に
対
し
て
は
一
刻
も
早
く
大
管
区
指
導
者
代
理
の

座
を
退
く
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
次
な
る
大
管
区
指
導
者
に
相
応
し
い
人
物

と
し
て
、
自
身
の
戦
友
で
あ
る
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
推
挙
し
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
、
シ
ュ
ラ
ン
ゲ
と
親
し
く
、
ま
た
Ｓ
Ａ
に
対
す
る
党
組
織
の
優
位
を
重
ん

じ
る
Ｏ
・
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
は
、
強
く
反
発
し
た
。
両
陣
営
は
互
い
に
譲
ら
ず
、
つ

い
に
は
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
Ｏ
・
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
と
の
間
で
乱
闘
が
勃
発

し
、
会
議
は
喧
騒
の
中
で
幕
を
閉
じ
た
の
だ
っ
た（

（4
（

。

　
　
　
　

５　
「
独
立
ナ
チ
党
」
の
結
成
と
そ
の
闘
争
姿
勢

　　

ナ
チ
党
大
ベ
ル
リ
ン
大
管
区
に
お
い
て
発
生
し
た
指
導
者
任
命
問
題
を
め
ぐ
る
内

紛
は
、
首
脳
会
議
か
ら
二
ヶ
月
を
経
て
な
お
、
一
向
に
収
束
す
る
気
配
を
み
せ
な

か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
党
内
で
は
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
中
心
に
反
対
派
が

形
成
さ
れ
、
さ
ら
に
は
対
立
す
る
メ
ン
バ
ー
同
士
が
決
闘
に
臨
む
と
い
う
光
景
す
ら

み
ら
れ
た（

（4
（

。
こ
う
し
た
事
態
を
受
け
、
大
管
区
指
導
者
代
理
シ
ュ
ミ
ー
デ
ィ
ッ
ケ
は

一
九
二
六
年
一
〇
月
二
七
日
、
つ
い
に
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
除
名
処
分
と
し
、

ヒ
ト
ラ
ー
も
一
一
月
五
日
に
こ
れ
を
承
認
し
た（

（4
（

。

　

ま
た
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
一
一
月
九
日
に
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
を
大
ベ
ル
リ
ン
大
管
区
指
導
者

に
任
じ
る
こ
と
で
、
一
連
の
事
態
の
収
拾
を
は
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
当
時
シ
ュ
ト

ラ
ッ
サ
ー
派
か
ら
ヒ
ト
ラ
ー
派
へ
と
「
移
行
」（
中
村
幹
雄
）
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
の

人
物
を
組
織
の
中
心
に
据
え
る
こ
と
に
よ
り
、
前
者
の
怒
り
を
鎮
め
つ
つ
、
後
者
に

よ
る
大
ベ
ル
リ
ン
大
管
区
へ
の
統
制
を
強
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
義
勇

軍
出
身
の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ト
派
に
対
し
て
は
、
ダ
リ
ュ
ー
ゲ
を
引
き
続
き
ベ
ル
リ

ン
Ｓ
Ａ
指
導
者
に
任
用
し
、
加
え
て
大
管
区
指
導
者
代
理
に
も
起
用
す
る
こ
と
で
、

そ
の
支
持
を
つ
な
ぎ
と
め
よ
う
と
し
た（

（4
（

。

　

党
か
ら
除
名
さ
れ
、
ま
た
戦
友
ダ
リ
ュ
ー
ゲ
か
ら
も
裏
切
ら
れ
た
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
は
、
つ
い
に
自
ら
を
中
心
と
す
る
分
派
組
織
の
結
成
へ
と
舵
を
切
っ
た
。

一
九
二
六
年
一
一
月
二
四
日
、
彼
は
約
三
〇
〇
名
の
同
志
と
と
も
に
ベ
ル
リ
ン
、
ラ

イ
プ
ツ
ィ
ヒ
、
そ
し
て
ハ
レ
に
お
い
て
Ｕ
Ｎ
Ｓ
を
結
成
し
た
。
こ
の
「
独
立
ナ
チ

党
」
に
関
し
て
、
ベ
ル
リ
ン
市
警
察
本
部
は
一
二
月
一
六
日
付
報
告
で
「
党
が
闘
争
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対
象
と
す
る
の
は
特
に
ヒ
ト
ラ
ー
で
あ
る
。
彼
は
国
民
社
会
主
義
の
指
導
者
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
な
い
」
と
し
て
い
る（

（4
（

。
こ
の
報
告
書
に
準
じ
れ
ば
、
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
は
ヒ
ト
ラ
ー
を
相
手
と
す
る
叛
乱
に
及
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
そ
の
二

週
間
前
に
国
家
公
序
監
視
委
員
が
お
こ
な
っ
た
報
告
に
よ
る
と
、「
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
の
闘
争
対
象
は
ヒ
ト
ラ
ー
個
人
で
は
な
く
、
そ
の
周
辺
人
物
で
あ
り
、
残
り

の
国
民
社
会
主
義
指
導
者
た
ち
」
で
あ
っ
た（

（5
（

。

　

で
は
実
際
の
と
こ
ろ
、
Ｕ
Ｎ
Ｓ
は
い
か
な
る
闘
争
を
お
こ
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
六
年
一
二
月
七
日
に
刊
行
さ
れ
た
機
関
誌
『
ド
イ

チ
ェ
・
フ
ラ
イ
ハ
イ
ト
』
第
一
号
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
面
見
出
し
に
は

「
ヒ
ト
ラ
ー
か
、
そ
れ
と
も
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
か
？
」
と
い
う
二
択
が
掲
げ
ら
れ
る

と
と
も
に
、
読
者
に
対
し
て
「
ド
イ
ツ
独
立
国
民
社
会
党
へ
の
入
党
勧
告
」
が
お
こ

な
わ
れ
た
。
文
章
作
成
者
は
一
九
二
五
年
初
頭
、
ヒ
ト
ラ
ー
に
先
駆
け
て
ベ
ル
リ

ン
・
ナ
チ
党
の
「
再
建
」
に
及
ん
だ
Ｅ
・
テ
ィ
ム
で
あ
り
、
彼
は
そ
の
冒
頭
で
「
一

体
全
体
、
ど
う
し
て
ヒ
ト
ラ
ー
は
前
線
戦
士
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
対
す
る
、

オ
ー
バ
ー
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
と
ル
ー
ル
地
方
に
お
け
る
シ
ュ
ラ
ー
ゲ
タ
ー
の
指
導
者

に
対
す
る
、
誹
謗
中
傷
攻
撃
を
許
容
し
て
い
る
の
か
？
」
と
の
疑
問
を
投
げ
か
け
、

ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
除
名
処
分
の
不
当
性
を
訴
え
か
け
た
。
そ
こ
で
は
、「
前
線

戦
士
」
や
「
シ
ュ
ラ
ー
ゲ
タ
ー
の
指
導
者
」
と
い
っ
た
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
経

歴
が
強
調
さ
れ
る
と
同
時
に
、「
誹
謗
中
傷
攻
撃
」
を
繰
り
返
す
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
ら
党

指
導
者
へ
の
批
判
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
よ
り
重
要
な
の
は
、「
入
党
勧
告
」

の
結
び
に
付
さ
れ
た
以
下
の
宣
言
で
あ
る
。

「
わ
れ
わ
れ
は
偽
り
の
指
導
者
ど
も
の
手
か
ら
国
民
社
会
主
義
運
動
が
解
放

さ
れ
る
こ
と
を
望
む
！ 

わ
れ
わ
れ
は
闘
争
を
続
け
な
が
ら
、
誤
っ
た
指
導
を

受
け
た
万
国
の
大
衆internationale M

assen

に
ヒ
ト
ラ
ー
の
二
五
ヵ
条
を

授
け
、
第
二
の
革
命
、
つ
ま
り
は
国
民
社
会
主
義
の
革
命
を
伝
導
せ
ん
と
欲

す
！
［
中
略
］
党
の
上
役
ど
も
に
対
す
る
闘
争
に
積
極
的
に
参
加
し
よ
う
と

す
る
者
は
み
な
、
ド
イ
ツ
独
立
国
民
社
会
党
の
隊
列
に
加
わ
っ
て
い
る
。
国

民
社
会
主
義
革
命
万
歳
！　

ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
万
歳
！（

（5
（

」

　

こ
の
宣
言
か
ら
明
ら
か
な
の
は
、「
ヒ
ト
ラ
ー
個
人
で
は
な
く
、
そ
の
周
辺
人
物
」

を
闘
争
対
象
と
す
る
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
姿
勢
が
、
Ｕ
Ｎ
Ｓ
全
体
を
貫
い
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
『
ド
イ
チ
ェ
・
フ
ラ
イ
ハ
イ
ト
』
第
一
号
掲
載
の
論
説
「
シ
ュ
ラ
ー
ゲ
タ
ー

へ
の
裏
切
り
」
で
は
、
一
九
二
三
年
の
ル
ー
ル
闘
争
と
シ
ュ
ラ
ー
ゲ
タ
ー
処
刑
、

そ
し
て
ロ
ス
バ
ッ
ハ
の
「
裏
切
り
」
に
つ
い
て
、
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
自
ら
が
解

説
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
彼
は
そ
こ
で
、
一
連
の
出
来
事
を
ぞ
ん
ざ
い
に
論
じ
、
時

に
シ
ュ
ラ
ー
ゲ
タ
ー
へ
の
中
傷
ま
で
も
展
開
し
た
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
系
報
道
機
関

の
「
無
責
任
な
」
姿
勢
を
批
判
す
る
と
と
も
に
、
同
様
の
「
無
責
任
さ
」
が
現
在
の

Ｇ
・
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
の
文
筆
活
動
に
も
見
受
け
ら
れ
る
と
の
主
張
を
展
開
し
た（

（5
（

。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
シ
ュ
ラ
ー
ゲ
タ
ー
と
の
共
闘
と
い
う
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

の
義
勇
軍
経
験
は
、
今
や
「
偽
り
の
指
導
者
ど
も
」
を
批
判
す
る
た
め
の
政
治
的
な

語
り
と
し
て
、
Ｕ
Ｎ
Ｓ
、
そ
し
て
彼
自
身
に
よ
り
利
用
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　　
　
　
　

６　
「
独
立
ナ
チ
党
」
の
解
散
と
シ
ュ
ラ
ー
ゲ
タ
ー
朋
友
同
盟
の
結
成

　　

で
は
、
義
勇
軍
経
験
の
基
調
と
し
て
の
「
暴
力
を
辞
さ
な
い
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ

ム
」
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
と
の
闘
争
を
敢
え
て
回
避
し
よ
う
と
す
る
Ｕ
Ｎ
Ｓ
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
な
展
開
を
遂
げ
た
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
そ
れ
は
ド
イ

ツ
共
産
党
の
闘
争
組
織
「
赤
色
前
線
戦
士
同
盟R

oter Frontkäm
pferbund: 

以
下
、
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Ｒ
Ｆ
Ｂ
」
に
対
す
る
共
闘
の
提
案
と
な
っ
て
表
出
し
た
。
一
九
二
七
年
一
月
一
〇
日

付
『
ド
イ
チ
ェ
・
フ
ラ
イ
ハ
イ
ト
』
第
三
号
で
は
、「
誠
実
な
る
戦
士
へ
の
手
紙
」

と
い
う
形
で
Ｒ
Ｆ
Ｂ
に
対
す
る
Ｕ
Ｎ
Ｓ
の
立
場
が
説
明
さ
れ
た
の
ち
、
次
の
よ
う
な

呼
び
か
け
が
な
さ
れ
た
。

「
Ｒ
Ｆ
Ｂ
の
同
志
よ
！　

わ
れ
ら
は
と
も
に
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ト
で
あ
る
！

わ
れ
ら
は
と
も
に
行
動
を
欲
す
る
！　

諸
君
の
陣
営
の
プ
チ
ブ
ル
ど
も
に
つ

い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
が
Ｎ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｐ
内
の
プ
チ
ブ
ル
ど
も
を
放
っ
て
お
く
の

と
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
ま
ま
構
わ
ず
に
踊
ら
せ
、
パ
レ
ー
ド
に
興
じ
さ
せ
て

お
け
ば
よ
い
。
わ
れ
わ
れ
は
互
い
に
手
を
差
し
出
し
、
わ
れ
ら
の
至
高
の
目

標
に
向
け
た
行
動
を
通
じ
て
、
と
も
に
闘
争
し
よ
う
で
は
な
い
か
。
民
族

的
・
社
会
主
義
的
革
命
の
た
め
に
！（

（5
（

」

　

し
か
し
な
が
ら
、
一
九
二
七
年
を
通
じ
て
Ｕ
Ｎ
Ｓ
と
Ｒ
Ｆ
Ｂ
と
の
共
闘
が
実
現
す

る
こ
と
は
一
度
も
な
く
、
ま
た
Ｕ
Ｎ
Ｓ
自
体
が
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
状
況
へ
と

陥
っ
て
い
っ
た
。
機
関
誌
『
ド
イ
チ
ェ
・
フ
ラ
イ
ハ
イ
ト
』
の
刊
行
は
第
三
号
か
ら

数
ヶ
月
間
滞
り
を
み
せ
、
ま
た
党
員
数
も
約
一
五
〇
〇
名
を
境
に
伸
び
悩
ん
だ（

（5
（

。
そ

し
て
一
九
二
七
年
五
月
二
二
日
、
よ
う
や
く
刊
行
さ
れ
た
第
四
号
に
、
も
は
や
Ｕ
Ｎ

Ｓ
の
名
前
は
掲
げ
ら
れ
な
か
っ
た（

（5
（

。
Ｕ
Ｎ
Ｓ
は
最
終
的
に
一
九
二
七
年
一
二
月
に
解

散
し
、
約
一
年
に
わ
た
る
そ
の
活
動
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
と
な
る
。

　

Ｕ
Ｎ
Ｓ
が
解
散
し
た
一
九
二
七
年
一
二
月
末
、
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
す
ぐ
さ

ま
ナ
チ
党
へ
の
復
党
を
果
た
し
た（

（5
（

。
た
だ
、
党
内
に
も
は
や
居
場
所
は
な
く
、
彼

は
そ
の
空
白
を
埋
め
る
か
の
よ
う
に
、
同
時
期
に
「
シ
ュ
ラ
ー
ゲ
タ
ー
朋
友
同
盟

B
und der Freunde Schlageters

」
な
る
組
織
を
新
た
に
結
成
し
た
。
本
部
を
ハ
ウ

エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
故
郷
ド
レ
ス
デ
ン
に
、
ま
た
支
部
を
ベ
ル
リ
ン
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ

ヒ
に
置
い
た
こ
の
組
織
は
、
青
年
の
ス
ポ
ー
ツ
的
修
養
や
民
族
的
啓
蒙
、
そ
し
て
何

よ
り
シ
ュ
ラ
ー
ゲ
タ
ー
を
め
ぐ
る
記
憶
の
保
存
を
活
動
目
標
に
掲
げ
て
い
た
。
政
治

的
に
は
ナ
チ
党
の
ほ
か
、
ド
イ
ツ
国
家
国
民
党
、
民
族
至
上
主
義
ド
イ
ツ
自
由
運
動

の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
て
お
り
、
そ
の
多
く
が
義
勇
軍
出
身
者
だ
っ
た（

（5
（

。

　

政
党
政
治
の
世
界
か
ら
は
じ
き
出
さ
れ
た
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
義
勇
軍
出

身
者
か
ら
な
る
超
党
派
右
翼
組
織
の
枠
内
で
亡
き
盟
友
シ
ュ
ラ
ー
ゲ
タ
ー
を
崇
拝

し
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
義
勇
軍
時
代
か
ら
築
い
て
き
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
辛

う
じ
て
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
想
起
を
通
じ
た
義
勇
軍
経
験
の

リ
フ
レ
イ
ン
と
、
義
勇
軍
出
身
者
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
再
確
認
は
、

ヴ
ァ
イ
マ
ル
末
期
に
入
る
と
、
義
勇
軍
雑
誌
の
刊
行
と
い
う
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
へ
と
発
展
を
遂
げ
る
。
編
集
長
と
な
っ
た
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
そ
こ
で

一
九
一
八
年
か
ら
一
九
二
三
年
ま
で
の
義
勇
軍
史
の
編
纂
を
担
っ
た
。
そ
し
て
ナ
チ

体
制
成
立
後
、
そ
こ
に
集
積
さ
れ
た
義
勇
軍
の
記
憶
は
、
義
勇
軍
史
を
ナ
チ
前
史
と

し
て
位
置
づ
け
、
ま
た
シ
ュ
ラ
ー
ゲ
タ
ー
崇
拝
を
ヒ
ト
ラ
ー
崇
拝
へ
と
接
続
さ
せ
よ

う
と
す
る
ナ
チ
・
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
と
っ
て
、
こ
れ
以
上
な
い
ほ
ど
有
益
な
資
源
と

な
る（

（5
（

。

　
　
　
　

７　

お
わ
り
に

　

ヴ
ァ
イ
マ
ル
中
期
に
お
い
て
、
大
ベ
ル
リ
ン
大
管
区
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
ハ
ウ

エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
な
ら
び
に
Ｕ
Ｎ
Ｓ
の
政
治
活
動
は
、
具
体
的
な
成
果
を
得
る
こ
と

な
く
幕
を
閉
じ
た
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
義
勇
軍
経
験
が
当
事
者
を
結
び
つ
け
る
紐

帯
と
し
て
必
ず
し
も
機
能
せ
ず
、
む
し
ろ
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
ダ
リ
ュ
ー
ゲ
、

そ
し
て
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
兄
弟
と
い
っ
た
義
勇
軍
出
身
者
が
互
い
に
反
目
し
合
う
状

況
が
生
み
出
さ
れ
た
。



9　ドイツ義勇軍経験とナチズム運動

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
主
張
し

た
の
は
、「
狂
信
的
な
党
の
信
奉
者
に
よ
る
義
勇
軍
出
身
者Freikorpsleute

へ
の
働

き
か
け
」
に
よ
り
、「
相
当
数
の
義
勇
軍
出
身
者
が
以
前
の
つ
な
が
り
か
ら
引
き
剥

が
さ
れ
」、
ま
た
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
「
古
い
軍
団
精
神
か
ら
離
反
し
て
い
る
、

ま
た
は
政
治
的
に
受
け
身
の
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
」
と
い
う
非
難
の
応
酬
が
続
い
た

結
果
、「
義
勇
軍
出
身
者
の
共
同
体
精
神
に
楔
が
打
ち
込
ま
れ
た
」
と
い
う
点
で
あ

る（
（5
（

。
し
か
し
本
稿
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
内
紛
自
体
は
義
勇
軍
時
代
か
ら
続
く
あ
る

種
の
「
伝
統
」
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
元
々
存
在
し
て
い
た
メ
ン
バ
ー
間
の
亀
裂

に
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
統
制
力
が
う
ま
く
入
り
込
ん
だ
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

そ
の
過
程
で
は
、
一
九
二
三
年
初
頭
の
段
階
で
ヒ
ト
ラ
ー
の
統
制
か
ら
外
れ
て
い
た

ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
も
ま
た
、
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
派
率
い
る
大
管
区
指
導
部
と
の

主
導
権
争
い
に
興
じ
る
あ
ま
り
、
最
終
的
に
は
ヒ
ト
ラ
ー
の
カ
リ
ス
マ
性
に
す
が
る

し
か
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
そ
れ
と
軌
を
一
に
す
る
に
す
る
形
で
、
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
義
勇
軍
経

験
も
変
質
と
分
散
を
遂
げ
て
い
っ
た
。
第
一
に
シ
ュ
ラ
ー
ゲ
タ
ー
と
の
共
闘
経
験

は
、
Ｕ
Ｎ
Ｓ
の
言
論
活
動
に
お
い
て
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
や
Ｇ
・
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
を
批

判
す
る
際
の
政
治
的
な
語
り
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
し
か
し
第
二
に
そ
う
し
た
語
り

は
、
Ｕ
Ｎ
Ｓ
解
散
後
、
シ
ュ
ラ
ー
ゲ
タ
ー
朋
友
同
盟
の
枠
内
で
シ
ュ
ラ
ー
ゲ
タ
ー
崇

拝
へ
と
回
収
さ
れ
、
最
終
的
に
ヒ
ト
ラ
ー
崇
拝
に
も
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し

て
第
三
に
「
暴
力
を
辞
さ
な
い
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
」
は
、
Ｒ
Ｆ
Ｂ
へ
の
共
闘
の
提

案
へ
と
結
実
し
た
。
シ
ュ
ッ
デ
コ
プ
フ
は
こ
こ
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ス

ト
的
な
思
想
性
を
見
出
し
て
い
る
が
、
本
稿
の
文
脈
か
ら
す
る
と
、
む
し
ろ
ア
ク

テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ト
的
志
向
性
に
由
来
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

最
後
に
Ｕ
Ｎ
Ｓ
の
結
成
と
解
体
が
ナ
チ
ズ
ム
運
動
に
お
い
て
も
つ
意
義
に
つ
い
て

確
認
し
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
一
言
で
い
え
ば
、
ハ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
ヒ
ト
ラ
ー

の
統
制
下
に
置
き
、
そ
の
「
暴
力
を
辞
さ
な
い
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
」
を
党
に
と
っ

て
無
害
化
す
る
う
え
で
の
重
要
な
契
機
で
あ
っ
た
点
、
そ
し
て
彼
の
も
と
に
集
積
さ

れ
た
義
勇
軍
の
記
憶
を
、
ナ
チ
・
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
接
続
す
る
う
え
で
の
前
提
条
件

を
形
づ
く
っ
た
点
に
あ
る
。
ヴ
ァ
イ
マ
ル
末
期
に
党
へ
の
叛
乱
を
起
こ
し
た
Ｏ
・

シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
や
シ
ュ
テ
ン
ネ
ス
と
も
、
ま
た
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
ベ
ー
メ

ン
・
メ
ー
レ
ン
保
護
領
副
総
督
に
ま
で
の
ぼ
り
つ
め
た
ダ
リ
ュ
ー
ゲ
と
も
異
な
り
、

牙
を
抜
か
れ
た
「
ゴ
ロ
ツ
キ
」
は
、
義
勇
軍
と
ナ
チ
ズ
ム
を
つ
な
ぐ
「
記
憶
の
場
」

の
耕
作
人
と
し
て
、
ナ
チ
ズ
ム
運
動
に
重
大
な
貢
献
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

【
付
記
】

　

本
稿
は
、
平
成
二
四
～
二
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
特
別
研
究
員
奨
励

費
「
戦
間
期
ド
イ
ツ
に
お
け
る
暴
力
の
経
験
と
ナ
チ
ズ
ム

―
義
勇
軍
戦
士
の
思

想
と
行
動
を
中
心
に

―
」（
課
題
番
号
：
１
２
Ｊ
０
０
６
５
７
）、
平
成
二
六
〜

二
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
特
別
研
究
員
奨
励
費
「
戦
間
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

お
け
る
内
戦
と
義
勇
軍
運
動
の
経
験
史
的
研
究
：
独
露
間
の
往
還
関
係
を
中
心

に
」（
課
題
番
号
：
１
４
Ｊ
０
２
６
８
０
）、
な
ら
び
に
平
成
二
九
年
度
九
州
大
学

Ｑ
Ｒ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
わ
か
ば
チ
ャ
レ
ン
ジ
）「
戦
間
期
ド
イ
ツ
に
お
け
る
暴
力
と

「
転
向
」
の
経
験
史
：
ナ
チ
ズ
ム
か
ら
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
の
軌
跡
を
軸
に
」
に
よ

る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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シ
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シ
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Ｐ
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eutschvölkische Freiheitspartei

」
の
党

内
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
た
。J. K

. v. Engelbrechten / H
. Volz, W

ir w
andern durch 

das nationalsozialistische Berlin. Ein Führer durch die G
edenkstätten des 

K
am

pfes um
 die Reichshauptstadt, M

ünchen 1937, S. 10; 

拙
著
『
暴
力
の
経
験

史
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史
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r. 2, S. 93–95; K
ruppa, 
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Ü
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. D
usik, 

M
ünchen 1992, D

ok. 45, S. 84. 

な
お
、
シ
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シ
ュ
タ

イ
ン
除
名
の
日
付
を
一
九
二
六
年
九
月
一
五
日
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で

あ
る
。Schüddekopf, N

ationalbolschew
ism

us, S. 194. 

ま
た
拙
著
『
暴
力
の
経

験
史
』
二
四
四
頁
も
同
様
の
誤
り
を
犯
し
て
い
る
。
訂
正
の
う
え
お
詫
び
申
し
上

げ
た
い
。

（
48
）	 K
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